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第
一
節

農
業

第
一
項

稲
作大

正
期
の
亀
山
町
の
農
業
概
況
に
つ
い
て
、
亀
山

大
正
期
の
稲
作
概
況

西
小
学
校
『
郷
土
教
育
資
料
』
に
は

「
土
地
は
一
般
に
丘
陵
起
伏
せ
る

、

も
中
部
を
貫
流
す
る
鈴
鹿
川
並
に
南
北
の
河
流
流
域
は
概
ね
平
坦
に
し
て

田
園
開
け
作
物
に
成
熟
に
適
せ
る
為
当
町
に
於
け
る
主
要
産
業
に
し
て
、

そ
の
耕
地
面
積
に
対
し
て
そ
の
三
割
八
分
五
厘
余
に
当
り
且
つ
そ
の
六
割

八
分
弱
に
当
る
水
田
に
は
米
穀
よ
く
熟
し
、
郡
内
角
地
産
を
合
し
伊
勢
米

と
し
て
各
方
面
に
搬
出
し
、
良
質
を
以
て
声
売
価
上
れ
り
。
其
他
田
（
二

毛
作
）
畑
は
麦
類
・
桑
・
茶
其
他
の
栽
培
に
適
し
、
殊
に
桑
は
古
来
養
蚕

業
の
発
達
を
促
し
て
現
今
に
及
び
茶
も
亦
そ
の
産
額
多
し
。
但
し
搬
出
米

は
当
町
以
外
各
町
村
の
も
の
も
含
み
、
当
町
の
み
に
て
は
充
分
に
そ
の
需

要
を
満
す
に
足
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

農
地
・
農
家
の
様
子
は
、
田
の
面
積
は
五
二
九
，
三
〇
、
耕
作
地
を
自

作
・
小
作
別
で
見
る
と
、
自
作
地
田
二
一
九
、
〇
〇
、
小
作
地
三
一
〇
，

三
〇
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
四
一
．
四
％
、
五
八
．
六
％
で
あ
っ
た
。
畑

は
三
三
二
、
四
〇
で
あ
っ
た
。
自
作
地
が
畑
一
二
七
、
四
〇
で
、
小
作
地

、

、

、

は

一
〇
五

〇
〇
で

．

、

。

三
八

三
％

あ
っ
た

小
作
地
は
三
一
〇
，
三

〇
、
畑
一
〇
五
、
〇
〇

で
あ
っ
た
（

大
正
二

『

年

三
重
県
鈴
鹿
郡
亀

』
）
。

、

山
町
治
要
覧

ま
た

農
家
戸
数
は
表
６-

１

に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。
農
家
戸
数
の
合
計

（出典 『鈴鹿郡郷土誌』より作成）

表6-1 農家戸数表（大正２年調）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kingendai/image/06/gi.htm?pf=3049hy006-01.JPG&?pn=%E8%A1%A86-1 %E8%BE%B2%E5%AE%B6%E6%88%B8%E6%95%B0%E8%A1%A8%EF%BC%88%E5%A4%A7%E6%AD%A3%EF%BC%92%E5%B9%B4%E8%AA%BF%EF%BC%89
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は
五
〇
六
八
軒
で
あ
り
、

農
家
の
田
地
所
有
形
態

別
で
見
る
と
、
自
作
農

が
一
八
一
九
件
、
小
作

農
が
一
九
二
四
軒
、
半

小
作
農
が
一
三
二
五
で

あ
っ
た
。
自
作
農
三
五
．

九
％
、
は
亀
山
町
が
最

も
多
く
、
続
い
て
野
登

村
、
井
田
川
村
、
川
崎

村
、
昼
生
村
と
続
い
て
い
る
（
『
鈴
鹿
郡
郷
土
誌
』「
自
作
農
と
小
作
農
（
大

正
二
年
調
）
」
）。

ま
た
、
作
付
け
反
別
は
、
亀
山
町
が
五
〇
〇
町
を
超
え
て
突
出
し
て
お

り
、
川
崎
村
・
井
田
川
村
・
野
登
村
が
三
〇
〇
町
以
上
で
あ
っ
た
。
あ
る

程
度
、
作
付
け
面
積
の
規
模
に
よ
っ
て
米
の
収
穫
高
も
決
ま
り
、
亀
山
町

が
最
も
多
く
、
川
崎
村
、
野
登
村
、
昼
生
村
が
続
き
、
五
〇
〇
〇
石
以
上

を
収
穫
し
た
。
し
か
し
、
一
段
歩
あ
た
り
の
収
穫
高
を
求
め
る
と
、
白
川

村
が
二
石
一
七
斗
と
な
り
、
率
の
面
で
首
位
に
立
っ
た
（
表
６-

２
『
鈴

鹿
郡
郷
土
誌
』
「
米
の
収
量
（
大
正
二
年
度
現
在
）
」
）。

土
壌
・
肥
料

大
正
期
の
亀
山
の
土
壌
・
地
質
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
て
い

る
。
各
地
の
土
質
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
亀
山
町
䢧
埴
質
壌
土
、
砂

質
壌
土
、
②
関
町
䢧
砂
質
壌
土
、
粘
質
土
壌
、
③
神
辺
村
䢧
粘
質
壌
土
、

埴
土
、
④
坂
下
村
䢧
砂
土
、
砂
室
壌
土
、
⑤
加
太
村
䢧
砂
質
壌
土
、
粘
質

壌
土
、
⑥
昼
生
村
䢧
砂
質
壌
土
、
埴
土
、
⑦
井
田
川
村
䢧
砂
質
壌
土
、
埴

土
、
⑧
川
崎
村
䢧
黒
土
、
埴
土
、
⑩
野
登
村
䢧
粘
土
・
砂
土
、
腐
植
壌
土
、

⑪
白
川
村
䢧
粘
土
、
粘
質
壌
土
。
ま
た
干
ば
つ
を
受
け
や
す
い
地
区
も
把

握
さ
れ
て
お
り
、
亀
山
で
は
安
知
本
、
住
山
が
そ
れ
に
あ
た
り
る
が
、
穿

井
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
る
。
関
町
で
は
北
野
整
理
地
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

そ
の
他
、
神
辺
村
が
布
気
の
道
野
、
坂
下
村
は
沓
掛
、
加
太
村
は
向
井
、

中
在
家
、
昼
生
村
は
稲
田
、
赤
阪
、
島
前
、
中
島
、
前
田
、
北
山
、
南
山

（出典）『鈴鹿郡郷土誌』より作成

表6-2 米の作付面積・収穫量・一段歩あたりの収穫高

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kingendai/image/06/gi.htm?pf=3050hy006-02.JPG&?pn=%E8%A1%A86-2 %E7%B1%B3%E3%81%AE%E4%BD%9C%E4%BB%98%E9%9D%A2%E7%A9%8D%E3%83%BB%E5%8F%8E%E7%A9%AB%E9%87%8F%E3%83%BB%E4%B8%80%E6%AE%B5%E6%AD%A9%E3%81%82%E3%81%9F%E3%82%8A%E3%81%AE%E5%8F%8E%E7%A9%AB%E9%AB%98
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田
、
井
田
川
村
は
川
合
の
瓜
生
、
野
登
村
は
原
尾
、
安
楽
、
白
川
村
は
松

山
、
東
太
谷
、
西
大
谷
、
八
十
谷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
川
崎
村
は

干
害
に
よ
る
被
害
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
地
域
で
あ
っ
た
（
『
鈴
鹿
郡
郷

土
誌
』「
第
二
十
一
課
旱
魃
」
）。

『
鈴
鹿
郡
郷
土
誌
』
（
大
正
元
年
度
）
を
見
る
と
、
当
時
利
用
さ
れ
た

肥
料
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
肥
料
は
大
正
期

に
限
ら
ず
、
前
後
の
時
代
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
一
般
的
な
事
柄
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
見
て
お
く
。

「
厩
肥
」
に
つ
い
て
は
、
堆
肥
を
作
る
農
家
は
多
か
っ
た
が
、
堆
肥
舎

き
ゅ
う
ひ

た

い

ひ

を
持
つ
者
は
少
な
か
っ
た
。
体
積
方
法
は
厩
肥
、
わ
ら
、
麦
稈
、
落
ち
葉
、

む
ぎ
か
ら

緑
草
な
ど
を
混
合
し
、
三
〇
㎝
ほ
ど
の
厚
み
に
し
て
踏
み
つ
け
、
そ
の
上

に
少
し
の
乾
土
を
か
ぶ
せ
、
さ
ら
に
三
〇
㎝
ほ
ど
の
厩
肥
を
重
ね
踏
み
つ

け
て
い
く
。
こ
の
作
業
を
繰
り
返
し
、
高
さ
が
一
五
〇
㎝
ほ
ど
に
な
っ
て

か
ら
乾
土
を
盛
っ
て
、
四
〇
か
ら
五
〇
日
寝
か
せ
る
。
そ
の
後
、
備

中

鍬

び
っ
ち
ゅ
う
ぐ
わ

で
こ
れ
を
崩
し
て
、
よ
く
混
ぜ
て
積
み
替
え
て
い
く
。

「
油
か
す
」
は
一
般
的
に
麦
・
桑
・
蔬
菜
・
茶
な
ど
の
畑
作
物
に
利
用

そ

さ

い

さ
れ
た
。
使
用
法
は
粉
末
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
肥
だ
め

に
入
れ
て
よ
く
腐
熟
さ
せ
て
か
ら
用
い
た
り
、
過
リ
ン
酸
石
灰
な
ど
と
混

用
す
る
、
な
ど
使
用
方
法
は
様
々
で
あ
っ
た
。
「
魚
肥
」
は

鯡

・

鰛

の

に
し
ん

い
わ
し

乾
魚
と
搾
り
粕
か
ら
な
り
、
主
と
し
て
稲
、
麦
、
桑
、
茶
、
蔬
菜
類
に
使

用
し
た
。
細
粉
と
し
て
基
肥
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
米

糠
、
わ
ら
灰
等
と
混
合
し
て
使
用
さ
れ
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
緑
肥
」
も
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
種
類
は
紫
雲
英
、
生
草
、
青
刈
大

豆
、
藤
、
ぬ
る
で
、
な
ど
の
嫩
芽
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
紫
雲
英
の
栽

ど

ん

が

げ

ん

げ

培
お
よ
び
施
法
に
つ
い
て
、
紫
雲
英
の
栽
培
面
積
は
田
地
の
一
割
強
よ
り

三
・
四
分
位
で
あ
っ
た
。
生
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
少
く
、
多
く
は
乾

か
し
て
田
に
用
い
ら
れ
た
。
田
を
鋤
で
起
し
た
る
畦
間
の
溝
に
施
す
。
ま

た
押
切
に
て
粗
到
し
、
犁
き
均
し
た
田
面
に
撒
布
し
、
水
を
湛
へ
た
る
時
、

踏
み
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
施
用
量
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
一
反
に
つ

き
一
二
〇
・
一
三
〇
か
ら
三
〇
〇
貫
く
ら
い
を
用
い
た
。
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そ
の
他
「
糠
お
よ
び
骨
粉
」
も
利
用
さ
れ
た
。
糠
は
多
く
草
木
灰
と
混

用
し
、
麦
、
桑
、
茶
、
甘
藷
、
葱
、
菘
等
に
施
用
し
た
。
骨
粉
は
明
治
末

も
し
く
は
大
正
の
初
め
に
稲
に
施
用
せ
ら
る
よ
に
な
っ
た
が
、
極
め
て
少

な
か
っ
た
。

上
述
の
亀
山
で
は
所
有
者
の
少
な
か
っ
た
堆
積
肥
料
舎
の
建
設
・
所
有

が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
六
月
に

関
町
農
会
で
は
堆
積
肥
料
舎
二
〇
棟
分
の
補
助
金
を
建
設
希
望
者
に
た
い

し
て
農
会
費
よ
り
交
付
す
る
こ
と
が
通
知
さ
れ
た

（
関
町
史
編
さ
ん
資

。

料
明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
四
日
）
こ
れ
は
次
年
度
も
行
わ
れ
て
お
り
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
三
月
末
に
、
二
年
度
予
算
化
さ
れ
た
堆
積
肥
料

、

（

）

舎
四
棟
分
の
建
設
補
助
金
が
余
っ
て
お
り

希
望
者
に
告
知
し
た

史
3204

、

。

ま
た

肥
料
の
価
格
が
高
騰
し
こ
と
に
乗
じ
て
不
良
肥
料
が
出
回
っ
た

「
能
登
物
産
石
炭
」
と
称
す
る
石
炭
肥
料
が
大
量
に
県
下
に
搬
入
さ
れ
、

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
肥
料
を
分
析
を
し
て
そ
の
成
分
は
窒

素
が
〇
．
二
％
前
後
、
リ
ン
酸
二
％
前
後
の
含
有
率
で
五
穀
肥
料
と
し
て

の
価
値
が
非
常
に
低
く
く
、
購
買
者
に
誤
っ
て
購
入
し
な
い
よ
う
注
意
を

促
す
よ
う
な
通
達
が
勧
業
課
よ
り
関
町
長
に
回
っ
た
（
史

。
）
3203

鈴
鹿
郡
農
会
が
組
織
さ
れ
、
農
事
改
良
の
一
環
と

鈴
鹿
郡
農
会
の
発
足

し
て
「
品
評
会
」
や
「
競
争
」
と
銘
打
つ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
一
九

一
四
（
大
正
三
）
年
十
二
月
、
鈴
鹿
郡
農
会
で
は
牛
馬
耕
の
普
及
と
耕
具

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
鈴
鹿
郡
農
会
競
犂
会
の
開
設
さ
れ
る

の
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
三
区
内
か
ら
技
能
長
を
務
め
る

者
を
一
人
選
抜
し
、
出
願
す
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
（
関
町
史
編
さ
ん
資

料

。）
農
会
の
事
業
の
拡
大
に
対
し
て
村
か
ら
補
助
金
の
支
給
も
行
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
度
に
は
議
会
で
補
助
金
を
拠
出

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
本
村
農
会
の
施
設
事
業
が
膨
張
し
て
い
て
、
費

。

、

用
も
増
加
し
て
い
る

農
会
費
と
し
て
会
員
か
ら
若
干
徴
収
さ
れ
て
お
り

村
費
か
ら
も
補
助
金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
物
価
の
高
騰
に
よ
っ
て
ま

だ
不
足
を
感
じ
る
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
六
〇
円
の
補
助
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が
な
さ
れ
た
（
永
村
家
文
書

。
）

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
六
月
に
地
主
の
中
で

地
主
・
小
作
関
係

多
数
の
小
作
人
を
動
員
し
て
毎
年
小
作
品
評
会
を
開
催
し
、
農
事
改
良
に

励
み
施
設
経
営
し
、
小
作
人
の
指
導
・
誘
掖
に
努
め
、
か
つ
地
主
小
作
間

相
互
の
融
和
を
図
り
、
小
作
人
の
教
養
・
風
格
の
矯
正
に
留
意
し
、
模
範

と
な
る
者
に
対
し
て
、
戊
申
詔
書
謄
本
を
下
付
の
承
ニ
付
、
詮
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
該
当
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
事
績
・
人
名
な
ど
詳
細
の

調
査
を
行
い
、
報
告
す
る
よ
う
に
関
町
役
場
が
第
三
区
長
の
服
部
吉
右
衛

門
に
依
頼
し
た
（
亀
山
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
関
町
史
編
さ
ん
資
料

。
）

大
正
元
年
の
関
の
農
協
に
つ
い
て
（
大
正
元
年
十
一
月
三
十
日

関
町

史
編
さ
ん
資
料

、
地
主
会
で
の
決
定
事
項
を
小
作
へ
周
知
す
る
旨
を
大

）

正
元
年
十
二
月
二
十
九
日
、
関
町
長
か
ら
第
三
区
長
へ
通
知
さ
れ
た
。
こ

の
年
は
風
害
に
よ
っ
て
全
体
的
に
収
穫
が
減
少
し
て
お
り
、
本
年
に
限
っ

て
地
主
は
小
作
に
対
し
て
特
別
に
賞
与
金
を
多
目
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
（
史

。
規
約
で
定
め
ら
れ
た
賞
与
金
は
「
一
等
米
一
俵
ニ
付
、
金

）
3206

拾
五
銭
、
二
等
一
俵
ニ
付
、
金
八
銭
、
三
等
米
〇
」
で
あ
っ
た
が
、
特
別

賞
与
金
と
し
て
「
一
等
一
俵
ニ
付
、
金
拾
五
銭

二
等
米
一
俵
ニ
付
、
金

拾
二
銭

三
等
一
俵
ニ
付
、
金
拾
銭
」
を
供
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た

だ
し

「
糯
米
ニ
ハ
賞
与
ヲ
付
セ
ザ
ル
コ
ト

「
北
野
耕
地
整
理
地
ハ
既

、

」
、

ニ
特
別
ノ
条
約
成
立
ニ
付
、
除
外
ノ
コ
ト
」
と
い
う
条
件
が
付
け
加
え
れ

た
。ま

た
、
小
作
料
に
つ
い
て
、
関
町
小
作
組
合
が
そ
の
減
額
を
求
め
た
史

料
が
残
っ
て
い
る

「
関
町
小
作
組
合
の
小
作
料
減
額
申
込
書

（
史

）

。

」

3337

で
あ
る
。減

額
申
込
理
由

本
年
凶
作
ノ
最
底
ヲ
三
割
減
ト
家
庭
シ
、
平
年
作
一
反
歩
ヲ
五
俵
二
斗
ト

ス
ル
ト
キ
ハ

本
年
ハ
一
石
五
斗
四
升
ト
ナ
ル

此
掟
米
四
割
ヲ
減
額

平

、

、

（

年
三
俵
二
斗
）
シ
テ
納
付
ス
ル
モ
ノ
ト
仮
定
シ
、
八
斗
四
升
ト
ナ
リ
、
差

引
平
年
作
ナ
レ
バ
八
斗
ノ
利
得
（
肥
料
代
共
）
ナ
ル
ニ
比
シ
、
本
年
ハ
七
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斗
ノ
利
得
ト
ナ
リ
テ
平
年
作
ニ
比
ス
レ
バ
一
斗
ノ
損
失
ヲ
蒙
ル
コ
ト
ト
ナ

ル
、
依
テ
掟
米
四
割
減
ヲ
嘆
願
ス
ル
次
第
ニ
候

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
に
鈴
鹿
郡
立
農
学
校
が

農
学
校
の
開
校

南
崎
権
現
跡
地
（
南
崎
町
に
）
開
校
さ
れ
た
。
同
校
は
一
年
制
で
農
業
の

知
識
・
技
能
習
得
を
目
的
と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
卒
業
後
に
は
種
々
の
便

利
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（

伊
勢
新
聞
』
明
治
四
十
五
年

『

四
月
二
十
五
日

。
同
校
は
四
月
一
日
よ
り
授
業
が
開
始
さ
れ
る
計
画
で

）

あ
っ
た
が

遅
れ
た
よ
う
で
あ
る

次
の
資
料
で
そ
れ
が
確
認
で
き
る

関

、

。

（

町
史
編
さ
ん
資
料

。）

今
般
亀
山
町
ヘ
郡
立
農
学
校
ヲ
新
設
シ
、
本
月
一
日
ヨ
リ
授
業
開
始
ノ
予

定
ニ
有
之
候
ニ
付
テ
ハ
、
該
校
ニ
対
ス
ル
未
ダ
内
容
ヲ
失
悉
シ
ザ
ル
向
モ

有
之
ト
存
ジ
候
ニ
付
、
本
月
四
日
本
郡
山
北
視
学
当
役
場
ヘ
臨
席
ノ
上
、

右
ニ
関
ス
ル
学
則
其
他
詳
細
ナ
ル
事
故
項
説
明
相
成
ベ
ク
旨
通
知
有
之
候

条
、
貴
職
ハ
勿
論
、
左
記
氏
名
其
他
御
郡
内
有
力
者
ヘ
当
日
午
後
一
時
迄

ニ
必
ズ
当
役
場
楼
上
ヘ
御
参
集
可
相
成
様
、
御
布
達
御
取
計
相
成
度
、
此

段
申
進
候
也
、

明
治
四
十
五
年
四
月
一
日

(
)

関
町
長
吉
川
房
吉

朱
印

第
三
区
長
服
部
吉
右
衛
門
殿

斉
木
庄
ニ
郎

葛
原
忠
以

、

。

同
月
十
二
日
に
は
主
務
局
か
ら
認
可
さ
れ

生
徒
募
集
を
行
っ
て
い
る

校
長
に
は
三
重
県
農
林
学
校
教
諭
の
大
沢
勝
次
郎
が
着
任
し
、
校
舎
は
当

面
郡
役
所
内
の
仮
校
舎
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
開
校
の
運
び
に

至
る
町
役
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
決
定
し
た
が
、
今
回
は
市
街
部
だ
け

で
な
く
、
井
田
川
村
小
田
和
泉
等
か
ら
の
加
入
あ
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
村
落

部
に
も
そ
の
必
要
を
感
じ
て
、
第
四
回
以
後
は
川
崎
村
に
も
拡
大
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
二
十
五
日
の
開
校
後
も
五
月
中
は
志
願
者
の
入
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学
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
教
諭
が
一
名
任

命
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
郡
農

業
技
手
と
教
諭
を
兼
ね
、
郡

内
出
張
の
際
な
ど
は
家
庭
を

訪
問
し
て
、
連
絡
を
取
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
っ
た

（

伊

。
『

勢
新
聞
』
明
治
四
十
五
年
四

月
十
七
日
、
二
十
日
、
二
十

五
日
）

、

大
正
二
年
三
月
二
十
七
日

第
一
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

二
三
名
が
卒
業
し
た
が
、
そ

の
う
ち
、
亀
山
町
八
名
、
神

辺
村
・
井
田
川
村
各
三
名
、
白
川
村
二
名
で
あ
っ
た
。
三
年
三
月
の
第
二

回
卒
業
式
で
は
二
七
名
（
う
ち
亀
山
町
・
神
辺
村
各
四
名
、
井
田
川
村
・

川
崎
村
・
白
川
村
各
一
名

、
四
年
三
月
、
二
十
九
名
（
う
ち
亀
山
町
・

）

、

、

）
、

昼
生
村
各
五
名

野
登
村
二
名

白
川
村
・
川
崎
村
・
井
田
川
村
各
一
名

五
年
三
月
の
第
四
回
卒
業
式
で
は
四
〇
名
（
う
ち
亀
山
町
・
野
登
村
各
四

名
、
神
辺
村
・
井
田
川
村
・
白
川
村
各
二
名
、
昼
生
村
一
名
）
が
卒
業
し

て
い
る
。
大
正
六
年
に
修
業
年
限
を
二
年
と
改
め
、
学
習
は
四
・
十
・
十

二
・
一
・
二
・
三
月
で
、
実
習
は
五
・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
一
月
と
し

た
。
授
業
料
は
一
ヶ
月
五
〇
銭
、
郡
外
社
は
七
五
銭
と
定
め
ら
れ
、
実
習

期
間
は
徴
収
さ
れ
な
か
っ
た
（

鈴
鹿
郡
公
報

。

『

』
）

第
二
項

麦
作

麦
作
（
大
麦
）
に
つ
い
て
は
『
鈴
鹿
郡
郷
土
誌
』

作
付
面
積
・
収
穫
高

写真6-1 鈴鹿郡立農学校校舎（明治45年）

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kingendai/image/06/gi.htm?pf=3051sh006-01.JPG&?pn=%E5%86%99%E7%9C%9F6-1 %E9%88%B4%E9%B9%BF%E9%83%A1%E7%AB%8B%E8%BE%B2%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E6%A0%A1%E8%88%8E%EF%BC%88%E6%98%8E%E6%B2%BB45%E5%B9%B4%EF%BC%89
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「
大
正
元
年
」
に
一
般
的
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
播
種
期
は
「
十
月

中
旬
よ
り
十
二
月
中
旬
迄
と
す
」
播
種
量
は
「
一
反
当
三
四
升
と
す
」
、

整
地
は
「
耕
起
し
て
高
畦
を
作
り
、
浅
き
空
溝
を
造
り
て
、
そ
の
底
を
足

に
て
踏
み
、
條
播
又
は
密
接
摘
播
を
な
す
。
麦
種
の
下
に
は
下
肥
、
上
に

は
草
木
灰
に
混
和
せ
る
元
肥
を
施
す
か
、
若
く
は
厩
肥
又
は
乾
草
等
に
て

蓋
肥
を
な
し
、
薄
く
土
を
被
す
」
。
肥
料
及
中
耕
は
「
油
菜
と
大
同
小
異

な
り
」
収
穫
は
五
月
よ
り
六
月
の
初
頃
に
至
り
鎌
に
て
刈
り
取
り
、
麦
扱

に
て
扱
き
落
し
た
る
穂
を
乾
か
し
、
麦
摺
機
ま
た
は
連
耞
に
て
打
ち
落
し

て
、
さ
ら
に
乾
か
し
、
芒
を
去
り
て
四
斗
五
升
入
り
の
俵
に
に
入
て
い
た
。

大
正
元
年
の
各
町
村
の
麦
の
作
付
面
積
、
収
穫
高
、
一
段
あ
た
り
の
収

穫
高
は
次
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
作
付
面
積
と
収
穫
高
は
亀
山
町
が

最
も
多
か
っ
た
。
た

だ
、
一
段
あ
た
り
の

収
穫
高
は
関
町
で
一

八
二
石
と
い
う
数
字

を
出
し
た
。
次
い
で

亀
山
町
一
四
九
石
で
、

さ
ら
に
昼
生
村
一
四

五
石
が
続
く
。

麦
作
品
評
会

一
九

一
七
（
大
正
六
）
年

九
月
に
は
鈴
鹿
郡
農

会
主
催
の
麦
作
増
収
品
評
会
が
鈴
鹿
郡
役
所
で
開
催
さ
れ
た
。（
史

『
鈴

3217

鹿
郡
公
報
』
そ
の
出
品
数
は
一
一
九
点
を
数
え
、
受
賞
者
は
四
六
名
で
あ

っ
た
。
一
等
は
豊
田
広
五
郎
（
亀
山
町
）、
服
部
実
雄
（
同
）、
豊
田
寿
作

（
同
）、
服
部
義
秋
（
同
）
で
あ
っ
た
（
『
鈴
鹿
郡
公
報
』
）。
同
品
評
会
は

翌
年
十
月
十
六
日
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、出
品
数
は
二
九
一
点
に
の
ぼ
り
、

前
年
を
大
き
く
上
回
る
く
ら
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
一
等
賞
を
受
賞
し
た

の
は
豊
田
甚
七
（
亀
山
町
）、
豊
田
清
数
（
同
）、
打
田
利
七
郎
（
同
）
で

あ
っ
た
。

（注１）大小裸麦の合計

（注２）久間田、深井沢、川崎村は雹害による影響で減少。

（出典）『鈴鹿郡郷土誌』（大正元年）より作成。

表6-3 大麦・小麦の作付面積・収穫高

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kingendai/image/06/gi.htm?pf=3052hy006-03.JPG&?pn=%E8%A1%A86-3 %E5%A4%A7%E9%BA%A6%E3%83%BB%E5%B0%8F%E9%BA%A6%E3%81%AE%E4%BD%9C%E4%BB%98%E9%9D%A2%E7%A9%8D%E3%83%BB%E5%8F%8E%E7%A9%AB%E9%AB%98
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第
三
項

養
蚕

養
蚕
業
の
概
況

『
鈴

鹿
郡
郷
土
誌
』
「
大
正
元

年
」
に
よ
れ
ば
、
大
正

元
年
亀
山
に
お
け
る
養

蚕
戸
数
は
、
以
下
の
表

６-

４
の
通
り
で
あ
る
。

製
糸
業
の
盛
ん
な
地
域

で
あ
る
が
、
亀
山
町
の

飼
育
戸
数
、
掃
立
て
蛾

数
、
収
繭
量
、
い
ず
れ

も
最
も
多
い
。
井
田
川

村
が
そ
れ
に
続
く
規
模
で
あ
っ
た
。
と
も
に
収
繭
量
が
一
〇
〇
〇
石
を
超

え
て
い
る
。

第
四
項

茶
葉
栽
培
・
製
茶

茶
葉
栽
培
の
概
況

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
亀
山
町
の
製
茶
に
つ
い

て
見
る
と
、
茶
園
は
一
五
反
六
〇
畝
、
製
茶
戸
数
が
五
〇
戸
、
製
茶
産
高

三
九
四
八
貫
、
産
額
六
二
六
九
円
で
あ
っ
た
（
青
木
七
重
家
資
料
『
大
正

二
年

亀
山
町
治
要
覧
』
）
。
一
〇
年
が
経
過
す
る
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）

年
の
鈴
鹿
郡
の
様
子
が
『
鈴
鹿
郡
公
報
』
第
三
八
五
号
に
記
さ
れ
て
お
り
、

茶
園
の
面
積
は
、
亀
山
町
一
〇
反
、
関
町
八
反
三
畝
、
神
辺
村
一
六
反
七

畝
、
坂
下
村
一
五
反
八
畝
、
加
太
村
九
反
、
昼
生
村
五
反
、
井
田
川
村
九

反
九
畝
、
川
崎
村
一
二
反
二
畝
、
野
登
村
一
五
反
、
白
川
村
四
反
三
畝
、

計
一
〇
六
反
二
畝
で
あ
っ
た
。

製
茶
量
と
生
茶
量
は
亀
山
町
で
二
八
九
〇
貫
・
一
七
三
八
〇
貫
、
関
町

（出典）『鈴鹿郡郷土誌』（大正元年）より作成

表6-4 養蚕業者の戸数・掃立蛾数・収繭額

http://kameyamarekihaku.jp/sisi/tuusiHP/kingendai/image/06/gi.htm?pf=3053hy006-04.JPG&?pn=%E8%A1%A86-4 %E9%A4%8A%E8%9A%95%E6%A5%AD%E8%80%85%E3%81%AE%E6%88%B8%E6%95%B0%E3%83%BB%E6%8E%83%E7%AB%8B%E8%9B%BE%E6%95%B0%E3%83%BB%E5%8F%8E%E7%B9%AD%E9%A1%8D
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で
一
〇
四
五
〇
貫
、
一
六
六
〇
〇
貫
、
神
辺
村
一
〇
三
二
五
貫
、
二
七
五

五
五
貫
、
坂
下
八
〇
〇
〇
貫
、
二
三
五
五
〇
貫
、
加
太
村
は
生
茶
の
み
一

五
〇
〇
貫
、
昼
生
村
は
生
茶
で
五
六
〇
貫
、
井
田
川
村
一
〇
三
〇
貫
、
一

四
四
一
〇
貫
、
川
崎
村
五
〇
五
〇
貫
、
二
四
四
〇
〇
貫
、
野
登
村
八
四
〇

〇
貫
、
一
七
三
〇
〇
貫
、
白
川
村
三
七
〇
貫
、
七
七
七
〇
貫
、
製
茶
量
計

四
六
五
一
五
貫
、
生
茶
量
計
一
五
一
〇
二
五
貫
で
あ
っ
た
。

製
茶
と
生
茶
の
生
産
額
に
つ
い
て
は
、
亀
山
町
が
一
〇
六
〇
六
円
・
七

〇
八
九
円
、
関
町
が
三
〇
六
九
七
円
・
六
〇
五
〇
円
、
神
辺
村
三
〇
二
六

六
円
・
一
三
七
七
〇
円
、
坂
下
村
二
六
九
二
五
円
・
一
〇
四
五
〇
円
、
加

太
村
生
茶
の
み
四
三
六
円
、昼
生
村
二
二
一
円
、
井
田
川
村
三
五
六
一
円
・

五
一
一
五
円
、
川
崎
村
一
四
七
一
〇
円
、
一
二
六
八
八
円
、
野
登
村
一
八

〇
四
五
円
・
九
六
八
五
円
、
白
川
村
一
〇
八
〇
円
、
三
二
四
九
円
、
製
茶

産
額
の
合
計
は
一
三
万
五
八
九
〇
円
、
生
茶
産
額
の
合
計
は
六
八
七
五
三

円
と
な
っ
て
い
た
。

製
茶
改
良
の
奨
励

製
茶
業
の
改
良
・
発
達
を
図
る
目
的
で
各
種
補
助
が

行
わ
れ
た
。
「
共
同
製
茶
場
」
を
設
置
す
る
場
合
、
二
〇
円
以
内
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
製
茶
場
は
五
名
以
上
一
〇
名
未
満
の

共
同
者
が
必
要
で
、
手
揉
製
造
の
時
は
焙
ろ
五
個
以
上
を
設
備
し
一
ヵ
年

の
生
茶
消
費
高
五
〇
〇
貫
匁
以
上
と
し
、
機
械
を
併
用
す
る
に
あ
っ
て
は

焙
廬
三
個
以
上
を
設
備
、
一
円
の
生
茶
消
費
量
一
〇
〇
〇
貫
匁
以
上
と
し

た
。
製
茶
は
で
き
る
だ
け
共
同
販
売
を
行
う
こ
と
と
条
件
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
茶
園
の
新
設
に
対
し
て
も
補
助
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
規
定
に
は
、
①

一
畝
歩
以
上
、
②
短
期
間
の
植
物
の
間
作
は
別
と
し
て
、
純
然
た
る
茶
園

と
し
て
他
の
作
物
を
栽
培
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
補
助
金
の
交
付

は
①
直
接
本
圃
に
茶
種
子
を
播
下
す
る
も
の
は
一
反
歩
に
付
き
二
円
以

内
、
②
苗
圃
を
設
置
し
て
移
植
を
な
す
も
の
は
本
圃
一
反
歩
に
付
き
三
円

以
内
と
し
て
調
査
を
し
た
上
で
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
（
『
鈴
鹿
郡
公
報
』

二
七
五
号
・
大
正
九
年
八
月
二
十
日
）
。
製
茶
業
の
発
展
、
品
質
向
上
の

た
め
の
品
評
会
も
開
催
さ
れ
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
四
月
に
は
、
亀

山
町
に
株
式
会
社
伊
勢
製
茶
会
社
が
資
本
金
五
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
て
い
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る
。

第
五
項

畜
産
・
家
畜

農
学
校
で
の
実
習

鈴
鹿
郡
で
は
各
町
村
農
事
担
任
者
、
鈴
鹿
郡
立
農
学

校
は
生
徒
を
集
め
て
、
二
十
六
、
七
両
日
、
県
農
事
試
験
場
の
技
手
を
招

き
、
郡
立
農
学
校
に
お
い
て
鶏
の
去
勢
術
の
実
習
を
行
っ
た
。
午
前
中
は

理
論
講
話
を
聴
き
、
午
後
は
各
自
執
刀
実
習
を
行
っ
た
。
去
勢
鶏
は
食
用

と
し
て
食
肉
牝
鶏
に
劣
ら
ず
、
そ
の
肉
量
も
多
量
で
あ
っ
て
、
利
益
も
少

な
く
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
（
『
伊
勢
新
聞
』
大
正
元
年
八
月
三
十
日
）。

改
良
・
増
殖

大
正
九
年
九
月
に
「
種
牡
牛
補
助
規
定
」
が
三
重
県
鈴
鹿

郡
農
会
長
庄
野
繁
治
か
ら
布
達
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
「
畜
牛
」
の
改
良
と

増
殖
を
奨
励
し
、
郡
内
で
の
飼
育
す
る
種
牡
牛
の
所
有
者
に
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
『
鈴
鹿
郡
公
報
』
第
二
七
七
号
・
大
正
九
年

九
月
十
日
）。


